
※死傷病報告書より

（令和3年3月5日速報）
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労働災害発生状況

死亡者数 死傷者数

令和３年 佐賀県内の労働災害発生状況

転倒

330

23.9%

動作の反動・無理な動作, 

231, 16.8%

墜落・転落, 220, 

16.0%はさまれ・巻き込まれ

8.3%

飛来・落下, 

67, 4.9%

激突, 60, 4.4%

切れ・こすれ, 55, 

4.0%

その他, 

301, 21.8%

事故の型別

114，

～19歳, 

23, 1.7%
20～29歳, 

165, 12.0%

30～39歳, 

188, 13.6%

40～49

歳, 275, 

20.0%

50～59

歳, 309, 

22.4%

60歳～, 

418, 

30.3%

被災者の年齢別

５０歳以上

52.7％

～1年, 

379, 

27.5%

1年超～5年, 

384, 27.9%
6～10年, 

202, 14.7%

11～15年, 

130, 9.4%

16～20年, 

101, 7.3%

21～25年, 

54, 3.9%

26年～, 

128, 9.3%

被災者の経験年数別

５年以下

55.4％

陸上貨物運

送事業, 

59, 26.8%

建築工事, 

25, 11.4%

小売業, 

14, 6.4%
その他の建設, 

14, 6.4%

食料品製造, 12, 

5.5%

土木工事, 

10, 4.5%

その他, 

86, 39.1%

墜落・転落災害の業種別(中分類)

事故の型別でみると転倒災害が330人(前年同期比

20.0％増)で最も多く、次いで動作の反動・無理の動作

(腰痛等)が231人(前年同期比10.0％増)、墜落・転落災害

が220人(前年同期比11.6％減)の順となっている。

墜落・転落災害を業種(中分類)でみると、陸上貨物運

送事業が59人と最も多く、次いで建築工事が25人となっ

ており、この２業種で全体の1/3以上を占めている。

年齢別では、60歳～が418人と最も多く、次いで50歳代が

309人であり、50歳以上が52.7％を占めている。

経験年数別では、1年超～5年以下が384人と最も

多く、次いで～1年が379人となっており、5年以下

が55.４％を占めている。

労働災害の発生状況は、休業４日以上の死傷災害が

1,378人（前年同期比7.0％増）、死亡災害は6人(前年同

期比53.8％減)となっています。

【死亡災害事例】

２月 建設業 作業床を移動中、開口部から40ｍ墜落

３月 製造業 作業場を通行中、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄに激突された

６月 採石業 通路を通行中、ﾄﾗｸﾀｰｼｮﾍﾞﾙに轢かれた

10月 保健衛生業 利用者から新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽに感染した

10月 建設業 ﾄﾗｯｸ荷台で玉掛け中、1.2ｍ墜落

10月 建設業 雑木等を草刈り中、斜面から1.3m墜落

月 業

（死傷者数） （死亡者数）


